
文部科学省の

17の戦略分野等における

リ・スキリング・人材確保の主な支援策

資料３



１．プログラム開発
（１）産学連携リ・スキリング・エコシステム構築事業
  ・事業概要
  ・事例（令和７年度）

（２）専修学校によるアドバンスト・エッセンシャルワーカー創出のための
リ・スキリング推進事業

  ・事業概要
  ・これまでの取組（令和５～７年度実施）

（３）大学等における戦略１７分野等のリ・スキリングプログラムの
開発プロセス（イメージ）

２．スキル情報やプログラムの提供
（１）社会人の学びを応援するポータルサイト「マナパス」

文部科学省の１７の戦略分野等におけるリ・スキリング・人材確保の主な支援策
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※令和11年度終了時

産学連携リ・スキリング・エコシステム構築事業
Reskilling Ecosystem For Revitalizing Economy and Sustainable Human capital（REFRESH）

事業内容

( 担当 : 総合教育政策局生涯学習推進課 ) 

背景

大学等によるリ・スキリングについては、骨太2024を踏まえ、「リカレント教育エコシステム構築支援事業」（ 令和6年度補正予算）を推進
中。地方創生や産業成長のため、骨太2025や新資本2025（産業人材育成プラン）においても引き続きの求めあり。
地方創生等の観点では、地方の経営者に加え、アドバンスト・エッセンシャルワーカー、就職氷河期世代等の幅広い労働者のリ・スキリング
のニーズが指摘（新資本2025、地方創生2.0基本構想施策集、就職氷河期世代等支援に関する関係閣僚会議）。
産業成長の観点では、産業構造審議会部会で示された2040年に向けたシナリオ集において、人口減少等の将来像を踏まえた、主要５
ミッション、15の個別産業が提示。「リカレント教育による新時代の産学協働体制構築に向けた調査研究事業」では、大学等の優位性と企
業ニーズが認められる12領域が提示。これらも踏まえ、生産性向上や労働移動の円滑化も見据えた、戦略的な分野の選定が必要。
この他、受講者の処遇改善、大学による収益化等の推進も不可欠

解決策

① 地域のニーズや産業構造の変化の
見通し等も踏まえた、リ・スキリン
グ・プログラムの戦略的拡充

② 企業における学びの成果の処遇
反映に向けた仕組み構築

③ 大学等における収益化の推進

リ・スキリングプログラムの本格実施
企業からの投資を含む収益モデルの構築 公募の際、厳格に評価しメリハリ付け 産学官連携によるリ・スキリング・エコシステムの構築

メニュー ❶地方創生 ❷産業成長

予算 4千万円×25カ所 4千万円×22カ所

補助
対象

産学官金等の連携を
行う地方自治体・大学等

産学連携を行う大学等
【領域例】
GX,SCM,DX,半導体、経営等

官
産
金

学 産 学

 大学におけるリ・スキリング講座の開発 補助金18.6億円

 伴走支援等 委託費3.6億円

• 採択大学への伴走支援（企業等からの投資を含む収益化の推進等）
• 企業のスキルセット構築
• 「学び直しが当たり前の社会」を目指す広報 等

重点的に実施する事項 目指す状態

個人

• アドバンスト・エッセンシャルワーカー育成
• 就職氷河期世代支援
• 参加しやすいオンラインプログラム構築

企業

• スキルの可視化や正当な評価による処遇改善
• 産業構造審議会などで示される新たな人材需
要への対応

大学

• 全学的経営改革
教員のインセンティブ向上
事務体制強化
修士課程への接続等

個人

• 働きながら学ぶ社会人の増加
• リ・スキリングによる処遇改善

企業

• リ・スキリングを積極的に活用し、輩出した
人材が活躍

大学

• リ・スキリングプログラムの収益化、定着
• コーディネーター人材の育成、確保

リ・スキリングによる

地方創生 産業成長 処遇改善

KPI【地方創生】

KPI【産業成長】

累積 1,000人

累積 3,000人

累積 2,000人

累積 6,000人

累積 5,000人

累積 15,000人
※令和11年度終了時

※令和11年度終了時

経済財政運営と改革の基本方針2025 • 産学協働によるリ・スキリングプログラムについて、毎年約3,000人が
修得できるよう、提供拠点・プログラムを拡充する。

• 労働者のリ・スキリングによる最先端の知識・技能の修得 (2029年まで毎年約3,000人
以上) や、地方の経営者等の能力構築 (2029年までに約5,000人) に向け、大学等
が中心となり自治体や産業界等との協働による実践的な教育プログラムの開発を支援する。

• アドバンスト・エッセンシャルワーカー(略)の育成や、AI 等の技術トレンドを踏まえた幅広
い労働者のリ・スキリング(略)を通じ、 全国の津々浦々のそれぞれの地域で、労働者個
人が、自らの意思に基づき、活躍できる環境を整備する。

新しい
資本主義

実行基本計画
2025

就職氷河期世代等支援に関する関係閣僚会議
「新たな就職氷河期世代等支援プログラムの

基本的な枠組みについて 」

• 大学・専門学校において、就職氷河期世代等に対し、企業が受講
者の処遇改善にコミットした講座や資格取得など処遇改善につな
がる講座を、働きながら受講しやすい週末・夜間等を含めて拡充

※令和7年度終了時

※令和7年度終了時

※令和8年度終了時

※令和8年度終了時

※協働体制構築経費、産学官連携コーディネーター等の人件費等

 現下の課題に選択的に対応

 企業からの投資を含む収益計画の確認

令和7年度補正予算額 22億円
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17の戦略分野に関連する大学によるリ・スキリングプログラム（具体的事例）

AI

 生成AI技術の急速な進化に対応し、IoT/AI・DX分野におけるフルスタック人
材を育成。理論と実践の融合により共同研究や特許取得、起業にもつなげる。

早稲田大学【AIトランスフォーメーション】

 最先端のAIを活用したDXによる課題解決力を養
う「ケーススタディ型学習」により、社会変革を先導
するDXプロフェッショナル人材を輩出。

北海道大学【DX×課題解決】

半導体

 半導体製造企業での就業のための技術基礎から最先端の半導体産業の全体
像を網羅したプログラム。受講者自身が半導体を設計、作製、評価することで実
践的な知識と経験を獲得。

広島大学【半導体・技術職】

 非技術系の企画・営業職、公的機関、金融関係者、新
規参入を目指す会社経営層・投資家等向けプログラムに
より、半導体分野へ人材・資源・投資を結集するエコシステ
ムを構築。

九州工業大学【半導体・非技術職】

資源・エネルギー安全保障・GX

 洋上風力産業を牽引する高度人材創出。風車工学、
漁業共生、海洋ロボティクスなど、受講者派遣企業と大
学が一体となり、業界コンソーシアムと連携し教育を展開。

長崎大学【洋上風力】

 GXの基礎知識の修得、GXに貢献する新規商品やサービスの創出、経営層
向けの３層のプログラムにより、GXを業務経営に「実装」できる人材を育成。

立命館大学【脱炭素×社会実装】

防災・国土強靭化

 建設業界の指定学科を卒業していない若手技術者、
異業種からの転職者や文系から建設業界へ就職した
新卒社員を主な対象として、基本的知識や先端技術
等を学ぶ。

新潟大学【建設×転職】

合成生物学・バイオ

 バイオテクノロジーとデータサイエンスの融合（ビックデータ解析、創薬AI、医療AI、
ロボティクス等）により、バイオ／ライフサイエンス／ビジネスデザイン分野を牽引す
る高度人材を育成。

大阪大学【バイオ×DX】

港湾ロジスティクス

 産学連携による実践的プログラムにより、地政学リスク、物流2024年問題、
GX、デジタル化など複雑化する環境においてサプライチェーンを牽引する即
戦力の高度専門人材を育成。

東京大学【サプライチェーンマネジメント】

 社会人を対象とした半導体人材育成を目的とした半導
体リスキリングセンターを設置（2026年４月）。主に
半導体技術者を目指す社会人向けの技術講習プログラ
ムを開設。

熊本大学【リスキリングセンター】

コンテンツ

創薬・先端医療

 数学や情報学のバックグラウンドを持たない医師や研究者などを対象に、デー
タサイエンス人材育成プログラム、アントレプレナー育成プログラム、医療DX
イノベーション人材育成プログラムなどを提供。

東京科学大学【医療・創薬データサイエンスコンソーシアム】

※R７補正事業に申請中※R７補正事業に申請中

＜キヤノン、スカパーJSAT等＞

＜上村建設等＞

＜マイクロンメモリジャパン等＞

＜キオクシア等＞

＜パナソニック、カナデビア、ダイキン等＞

＜東京電力、住友商事等＞

＜中国電力、住友林業緑化等＞

＜新潟経済同友会、新潟県等＞

＜花王、資生堂、ニトリ、コクヨ等＞

＜TSMC、産総研等＞
＜中外製薬等＞

 コンテンツ分野における国際的、分野横断的な活躍ができる卓越したクリエイター
やプロデューサー等の育成をはじめ、総合的な人材育成を目的とし、「映像リ
サーチセンター（DoCK）」を設立。

東京藝術大学【産学官＜共創＞研究拠点の構築】

※文化庁事業により支援

＜Netflix Japan等＞
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AEW事業と類似事業における取組（R5～７年度実施）
専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業

学校法人福田学園大阪工業技術専門学校
～建築分野～

事業概要 専修学校と企業・業界団体等が連携し、最新の知識・技能を習得することができるリカレント教育プログラムを作成するとともに、
リカレント教育講座等が安定的・持続的に活用されるための体制を構築する。（以下2事例を抜粋して紹介）。

〇建築分野では、就労者の高齢化と生産性向上に
よる労働環境の改善が課題

〇現場の建築技術者・建築技能者に向けたICT
ツールの利活用推進及びプロジェクト管理 ・BIM
（Building Information Modeling）ツール活用
力を身に付ける講座を開発し、現場の生産性向上
に寄与する教育プログラムを開発
BIM ツール等の活用により、正確な図面作成や３
D モデル構築が可能になり、設計や施工における
作業の精度やスピード向上につながる

〇生産性向上に有効なITツールの
利活用に必要な知識・スキル及び
その獲得に前向きなマインドの
アップデートと、従業員全員の
ICTリテラシーの底上げを図る

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター
～介護分野～

〇介護分野は、学校を卒業後に新しい知識・技術のアッ
プロードをできる環境が十分に整備されていない

〇そのため、介護予防や外出支援など介護分野で必須の
内容や介護施設のICT・DXなど業務の効率化等を内容と
する教育プログラムをキャリア段階別に応じて開発

▲開発した教育プログラムの概念図

管理職

プロフェッショナル

介護＋α
最終年度の学生
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